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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　詩 34:19-20　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　９番

*交読文　････････････････ 　１３番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７１番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･･････････････････ 　４５９番

メッセージ　･･････････････ サウルの密かな企みから守られるダビデ(１サムエル記 18:17-30)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ 　４２７番

献金感謝の祈り　････････ パスター

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　＿＿にゆだねられている神の羊の群れを牧しなさい。しいられてするのではなく、神に

従って自ら進んでなし、恥ずべき利得のためではなく、本心から、それをしなさい。また、

ゆだねられた者たちの上に権力をふるうことをしないで、むしろ、群れの模範となるべき

である。そうすれば、大牧者が現れる時には、しぼむことのない栄光の冠を受けるであろ

う。同じように、若い人たちよ。長老たちに従いなさい。また、みな互に謙遜を身につけ

なさい。神は高ぶる者をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜うからである。だから、＿＿は、

神の力強い御手の下に、自らを低くしなさい。時が来れば神は＿＿を高くして下さるで

あろう。神は＿＿をかえりみていて下さるのであるから、自分の思いわずらいを、いっさ

い神にゆだねるがよい。身を慎み、目をさましていなさい。＿＿の敵である悪魔が、ほえ

たけるししのように、食いつくすべきものを求めて歩き回っている。この悪魔にむかい、

信仰にかたく立って、抵抗しなさい。＿＿のよく知っているとおり、全世界にいる＿＿の

兄弟たちも、同じような苦しみの数々に会っているのである。（１ペテロ 5:2-9）

メッセージ概要

　どういう性質が主の目に価値があり喜ばれるのか、ダビデという人物から学んでいると同時に、どういう性

質が主に嫌われ退けられてしまうのか、サウルからも学んでいる。サウルは神の民の敵・ペリシテが打たれ

た事も、イスラエルが救われた事も喜ばず、ダビデが勝利し、愛され、主が共におられるのを妬み、恐れた。

このサウルの性質は、サタンの性質そのものである。サタンは元々は、音楽で主を褒め称える、極めて美し

い天使だったが、分を超えて驕り高ぶり、神の王座に登ろうとして神に反逆し、天から落とされ、そして神の

似姿として創られて愛されている人間を、妬み、滅ぼそうとしている。（イザヤ１４章、エゼキエル２８章）

　サウルは、主のために、そしてイスラエルのために、自分が王座から退く考えは無く、自分がそれまで主

の御声に反して来た事を悔いる事もなく、主に用いられているダビデをさらに妬み、殺意を募らせ、密かに

彼の命を狙う行動に出る。サウルは、自分の娘・メラブを妻として与える代わりに、  主（エホバ）の戦い  を勇  

ましく戦いなさい、と命じる。その裏は、彼をペリシテ人の手で殺させよう、と思ったからだ。(17節)
サウルは確かに、部下に勇ましく「主の戦い」を戦って欲しかったろう。イスラエルに平和が来る事や、主の

敵が打たれる事を望んではいたであろうが、彼がそれ以上に望んでいたのは、ダビデを抹殺する事だった。

それで彼は、主エホバの御名を用いて、策を弄するのだが、そのような策を、主が成功させるはずがない。

イエス様の名前を用いて、主の聖徒達を騙そうとする企みは、人の心を全てご存知である主が、覆えす。

　ダビデはサウルの申し出を断った。自分は身分の低い者だ、どうして王の婿になれるだろう、と。そもそも

ダビデは、ゴリヤテを倒した時点で、メラブと結婚する事は出来ていた筈だが(17:25)、サウルはその約束を

反故にしていた。ダビデは、その事を全く主張せず、ただ命じられるまま、部下を率いて戦って来た。彼は

自分の身をわきまえていた。王族の身分は人の賞賛や推薦によるのではなく、主が与えて下さるものだと。

サウルやサタンは「高慢」という性質だが、その逆、  謙遜  こそ、主に喜ばれる性質  である。『互に謙遜を身に

つけなさい。神は高ぶる者をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜うからである。だから、あなたがたは、神の

力強い御手の下に、自らを低くしなさい。時が来れば神はあなたがたを高くして下さる。』(１ペテロ 5:5-6)
ペテロは、この箇所で勧めている。自ら進んで、委ねられた  羊達を牧しなさい  、それも、  利得を求める卑し  

い心ではなく、権威をふるって大上段にではなく、むしろ群れの模範となりなさい  、と。  (１ペテロ 5:2-11)
ダビデは元々、サウルの娘との結婚や、人々の名声などは眼中になく、ただ、  「良き羊飼い」をずっと続け  

て来たのだ。ダビデに委ねられた兵士達を牧し、育て、権威を振るわずにむしろ群れの模範となって、誰

よりも先に敵陣へ切り込んで行った結果、兵士達から絶大な信頼と人気を得たのだ。

羊のために命をかけて守り、養う羊飼いの性質こそ、イエス様の性質であり、主に喜ばれるものだ。

サウルは自分が言った事を土壇場で覆し、メラブを別の男に嫁がせる。メラブという褒美をちらつかせても、

ダビデは中々死なない、むしろ勝利して、このままではサウル王権が危うくなる、と思ったのかもしれない。

しかし、もう一人の娘・ミカルがダビデを愛している事を知らされた事をサウルは喜んだ。彼女もダビデを死

なせる事に利得できる、と思ったからだ。彼は元々、娘達の幸せは全く考えておらず、ダビデが死んでくれ

るなら、娘が未亡人になってもかまわなかったのだ。自分の保身・願望・欲望に心縛られてしまうと、永遠な

る神の事も、家族の幸せも、見えなくなってしまう。速やかにその握りしめているものは手放すべきである。

　サウルは兵を通してダビデに伝える。『王はなにも結納を望まれない。ただペリシテびとの陽の皮一百を

獲て、王のあだを討つことを望まれる。』（２５節）　サウルはこれで、ダビデが屈強なペリシテ人の手で殺さ

れるだろう、と思ったが、主にあって、またダビデにとって、割礼なきペリシテ人に勝利する事は当然過ぎる

事だった。ダビデは百どころか二百を獲て帰ってきて、そしてついにサウルは、娘ミカルをダビデに与える。

　一国の王がいかに権威や金銀、人脈を背景に、少年を騙し陥れようとしても、主が守るなら守られ、その

企みは決して届かない。たとえ本人を騙したと思っても、主は騙せず、主がその罠から助けだして下さる。

　人は、身につけようとする。力を、地位を、お金を、謀の能力を。しかしそれら以上に求めるべきは、主に

愛される性質である。なぜなら主は、主を敬わない王を退け、主を愛する羊飼い少年を守られるから。

　主を愛し、主を敬う人は、敵が多いかもしれない。悩みも多いかもしれない。しかし主は、主を愛し敬う人

の、その全ての敵や災いから守り、ちょうど良い時に、その人を引き上げて下さるのだ。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  
日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 11 巻 35 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016 年 8 月 28 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

